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＜連絡事項＞

· 7/22(金)17：30～ユーティリティーでSST研修があります。参加できる方は参加して下さい。

· 庶務前の掲示板に院内研修、伝達講習のお知らせが掲示されているので各自出欠の確認をして下さい。
· 本多　富美様～7/19(火)ケア会議実施。時間、場所については再度SWより連絡があります。
· デイケアの女子トイレの１つが部品が取れて発注しているが時間がかかるとの事。部品がくるまで
使用禁止となる。

＜外来より＞

· 田澤　勝敏様～「便が１日１回になり落ち着いて良くなりました」と話されている。

· 関　秀治様～「自分の好きなタレントを見ていると頭痛がする」と話されている。

· 麦沢　守様～「薬が減薬になって良くなりました」との事。

· 田名部　一樹様～眠剤の影響で朝の10時まで眠気が取れないとの事。眠剤を自己調整するように

　　　　　　　　　　主治医より話があり、自己調整の方法を説明しているとの事。

＜給食委員会打ち合わせ＞

· 日清の職員の方が使い終わった箸を厨房に持っていく時に、ボールを使っているが水が床にこぼれている事がある。

· 7/7昼食の天ぷらが好評であったが、うどんについてはその日の気温が低い為、臨機応変に冷やしうどんから暖かいうどんに代えて欲しかった。

· 7/14小鉢が材料の不足の為、途中からおかずが変わってしまい、利用者様から不満があった。

＜利用者様情報＞

· 大下　良悦様～10時過ぎに来所され、厚着をして来られる為、声掛けを行っている。理由につい

　　　　　　　　ては本人「理由は言えないんです」との事。その後コーヒー等嗜好品に手をかける時間が長く、プログラム開始後も参加できず声掛けをするが参加できていない。入浴については「ちょっと事情があって入浴はしばらくできないんです」と話されている。何かあったのか尋ねると「家を今日追い出されて私の全財産を持ってきました。これから野宿をして生活します。寝袋を持ってきている」との事。昼過ぎに弟様にデイケアから電話する。弟様「前に人のものを盗まないと誓約書を書いて約束したのに約束を破ったから、家に入れたくないし、一緒に住みたくない」と大下様に対しての怒りを話す。しかし大下様について「職員が本人を見て道徳的なルールを守れるようになったら、一緒に家に連れてきてください。家に入れますから」と話しているとの事。デイケアが終了までに大下様の対応を考える。

＜定期通所困難者対応検討＞

· 麦沢　守様

≪現状≫デイケア通所の意志は弱く、就労を希望。青明舎を利用するように勧める。青明舎を利用するが、青明舎側では「デイケアの通所ができていないので、就労は勧められない」との事。現在母が入院しており同居している兄と一緒に世話をしている。母の入院もあり、お金にも余裕がなくデイケア通所が困難な状態。

≪対応≫外来日に麦沢様の定期的な状態確認。また通所した際には、再度通所の目的を確認しながら通所の意志も確認していく。

· 坂本　房子様

≪現状≫デイケアの通所は月２回、外来日の際にスタッフが声を掛けているが、心気的な訴えが多く外来後帰宅されることが多い。本人「家では家事全般をこなしている。また母が畑仕事ができないので手伝っている。午後は疲れて横になっている」との事。

≪対応≫以前、主治医の指示で面談を行い、今後デイケアについて本人からは「籍は置いて欲しい」との希望あり。デイケアスタッフからは休むときはきちんと連絡する事を以前約束したので、その事を再度本人に伝え、デイケア通所の際には本人に状況確認を行う事とする。




















































